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2009年～2011年、上海環境保護局、上海科学普及教育発展基金会（上海科技
館）と北九州市環境局が3年間の「環境教育と環境宣伝協力プロジェクト」を実
施し、その後の協力の基盤を作った。

2010年の上海万国博覧会の期間中、北九州市北橋健治市長が上海を訪
問し、副市長の唐登傑、環境保護局長の張全と会見し、両市の交流につ
いて前向きに意見交換した。

2014-2015年、上海環境保護局と北九州市環境局は日中大気環境改善
都市間連携枠組みの下で、大気環境分野の技術交流と短期研修活動を
実施した。

2015年末、日中大気環境改善都市間連携枠組みの下で、双方が3年間の「環
境保護分野協力覚書」に署名し、大気環境モニタリング技術パイロット研究と汚
染物質排出削減技術交流事業を実施した。

一、協力の背景と経緯
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大気中粒子状物質重金属含量モニタリング
技術研究

VOCs排出削減技術交流セミナー
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二、主な協力内容

三、主な進捗と成果
GED/ICP-MS高時間分解能モニタリング方法

サンプリングバッグによる粒子状物質中の重
金属のサンプリング・分析の新方法

各種汚染源プロファイル測定の試行研究（自
動車類排気ガス）

大気中粒子状物質
重金属モニタリン
グ方法を開発した

数値モデルに基づくオゾン濃度予測方法を構築中
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訪日技術研修と交流延べ約60人

日本側専門家来訪技術指導交流数十回

職員能力向上



進行中の業務

政府間国際技術イノベーション協力「中国科学技術部
と日本国際協力機構（JICA）の協力プロジェクト」を申請

工業VOCs排出削減における超臨界
CO2塗装技術の応用研究

（上海環境科学院-加美電子工業株式会社）

酵素助燃剤による移動発生源汚染物
質同時削減ついての応用技術研究

（上海モニタリングセンター-Alpstec 株式会
社）

日本側と「低VOCs超臨界CO2塗装技術」を共
同開発し、併せて造船、自動車部品製造業の
モデル企業で応用研究を行い、VOCs排出を
減らし、汚染物質の排出を削減し、環境を改善
する。

日本側と協力して酵素助燃剤による移動発生
源汚染物質同時削減についての応用技術研
究を実施し、併せてディーゼル車、船舶、オフ
ロード車への応用実証実験を行い、発生源で
のディーゼル燃料汚染排出大気環境問題の
根本解決を図る。

ありがとう!

Thank You !


